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    A Case of the Foreign Body (Thermometer) in the Bladder 
                           Takuji TAMAKI 
    From the Department of DermatologyandUrology, Wakayama School of Medicine 
                         (Director Prof. N. Nishimura) 
   A case of the foreign body  (thermometer) in the bladder in a 24 years-old woman is 
reported. 
   It was inserted through the urethra by her husband, and was removed by suprapubic 
cystostomy. 
   Statistical and therapeutical problems were discussed.
膀胱異物の報告 は1958年山崎 ・玉 置 に よれ
ば,1957年4月迄 の全報告例は456例とされ,
其 の数 も益 々増加 しつつ あり,其 の種類 も千差












































膀胱異物 として,体 温計 の報告は,1927年松
山 石井 に始 まり,我7〈の症例は第17例目で あ
























































































































高 位 切 開
高 位 切 開
コ ッヘ ル(ゴ ム管 で被
う)
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ヤ ン グ 氏 膀 胱 鏡
腎臓鉗子ゴム管で被う
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不 詳
高 位 切 開
第2表 体温計の膀胱尿道にまたがるもの













性 侵入原因隔 留鯛 除 去 法 備 考
6 手 淫 、 日i手 術(術式不明) 寒暖計の切片15cm




戯 れ 不 詳
引 き 出 す
高 位 切 開
「
患者 自身引 き 出すi
玉置一膀胱異物(体 温計)の1例
計 の切片2例 を加 えると21例とな り,こ れは山
崎 ・玉 置(1958)によると膀胱 異物 報告 総数
456例中4.4%で あ り,膀 胱異物の 種類 として
は,第8位 で,体 温計 とい うものが比 較的身近
な存在で あるた めにかか る数値 を示す ものであ
る と思われ る.
1)年 令的関係
医療 の過 程に於 て挿 入 され,又 は外傷に より
導入 された異物以外 の もの,例 えば体温計の如
きは,手 淫若 しくは,前 戯 に より挿 入 された と
老 え られ るのは 当然で従 つて其 の年令 も,一 般
異物 を観察す る場合に比 して低 く,且 つ年令分
布 も狭 く,最 低13才,最 高59才 で,思 春期以
後30才迄 の者が多 く,大 多数 は10才,20才台で
あ る.他 の異物 につ いて も此 の年令層 の者が多
く,最 近 の 報 告 で は,石 山 一馬場(1954)で
は,20才台が388例中127例(32.9%)である と
いい,他 の各著者の報告 も概 ね一致 してい る。
2)性 別
性別 につ いては,ほ ぼ同数 を示 し,他 の膀 胱
異物 が男子 に多 いの と異な る.
3)侵 入原因
不明5例 を除 けば,其 のすべてが,手 淫,若
しくは夫 の悪戯 によるものでいつれ も尿道を介
して迷 入 したもので ある.
4)滞 留期間
体温計の如 きは,挿 入 した ことを自覚 し,又
症状の発現 があ るため,受 診す るに至 る迄の期
間は短かい それで も董恥 〔〉を以 て隠蔽 せんと
す る もの も ある ら しく,河 野(1938)は4年
間,原 田 小野 ・齊藤 ・辻(1951)は3年間 の
長 きに亘 り滞留 し,結 石を生 じた例 を報告 して
い る.
5)除 去方法
高位切開 によ り除去 す るのが,最 も安全性 の
高 いもので あるが,非 観 血的 除 去を 行 い 得れ
ば,こ れ に こした ことが な く,こ の た め 渡辺
(1937)はゴム管にて被 ひ,コ ッヘルにて挾み
出 し,土 屋 峰(1950)は,指を膀胱 に,他 の
指 を膣 内に挿 入 し,両 指に より体温計を尿道 口
に持 ち来 り,ピ ンセ ッ トで抜 き出 し,山 本(19
1243
55)はヤ ング氏膀胱鏡 に より引 き出 し,黄(19
57)は膀胱鏡 にて体温計 の長軸を尿道 と一致せ
しめ,ゴ ム管にて被 え る腎臓鉗子 を用いて これ
の除去 を行つてい るが,い つれ も女子 に於け る
症例 であ り,土 屋 ・峰 の第2例 は男子 に於 てこ
れ を試みて失敗 し高位切開を行 つている。
我 汝 も出来 れば経尿道的に抜去せ んと思い,
膀胱 を拡張 し,体 温計を可動な らしめんとつ と
めたので あるが,両 端が膀胱壁 につかえていて
膀胱 を拡張 す るも体温計が移動せず,こ れ を動
かせ ぱ破損 す る可能性が充 分あつたので,よ り
安全 とい う見 地か ら高位切開を行 なつ たもので
ある。
結 語
最近経験せ る膀胱異物,体 温計 の1例 を報告
し,併 せて本邦 に於け る症例 に就 き.い ささか
の考察を行 つた。
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